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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第70期
第３四半期
連結累計期間

第71期
第３四半期
連結累計期間

第70期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 46,746 47,750 61,570

経常利益 (百万円) 574 348 663

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(百万円) 405 263 487

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 368 1,231 497

純資産額 (百万円) 5,237 6,457 5,270

総資産額 (百万円) 22,502 24,221 19,130

１株当たり四半期（当期）純利益
金額

(円) 106.39 71.19 128.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 23.3 26.7 27.5
 

 

回次
第70期
第３四半期
連結会計期間

第71期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 61.35 43.42
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしてお

りません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業業績や雇用環境の改善が進み、緩やかな景気回復基調

で推移しております。一方、個人消費におきましては、可処分所得の伸び悩みや将来不安から根強い節約志向は続

いており、また人手不足を背景に、人件費や物流費の上昇傾向が続くなど、環境は依然として楽観視できない状況

が続いております。

このような状況のもと、安定的な収益基盤の構築を最優先課題とし、中期経営計画「第３次Ｃ＆Ｇ中期経営計

画」（平成27年４月～平成30年３月）の最終年度として、新規得意先の開拓及び既存得意先との関係強化、プロセ

スを重視した提案営業体制一層の整備と推進、物流業務の品質改善・効率化を進め、引き続き事業ミッションに

「頼れる食のパートナー」を掲げ、「お客様満足度Ｎｏ.１」の具体化に積極的に取り組んでまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は477億50百万円（前年同期比2.1％増）、

営業利益は２億56百万円（前年同期比48.2％減）、経常利益は３億48百万円（前年同期比39.4％減）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は２億63百万円（前年同期比34.9％減）となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　(食材卸売事業)

　当セグメントにおきましては、新規得意先の開拓による営業基盤の拡大と既存得意先との取引深耕に努め、品質

面や機能面、価格面で競争力のある商品の提案営業を行ってまいりました。更に経営課題である物流改善について

は、慢性的な人手不足などの物流環境変化への対応として、センター運営の自社化や在庫の適正化などの課題に対

応し、全般的な効率化に取り組んでまいりました。

　このような結果、売上高は441億84百万円（前年同期比2.2％増）、セグメント利益（営業利益）は５億26百円

（前年同期比22.6％減）となりました。

　(食材製造事業)

　当セグメントにおきましては、主に連結子会社キスコフーズ株式会社が食品製造を行っております。引き続きキ

スコフーズブランド商品の販売強化と新商品の開発、生産性の向上による効率化を鋭意進めてまいりました。

　このような結果、売上高は35億75百万円（前年同期比1.6％増）、セグメント利益（営業利益）は３億62百万円

（前年同期比22.6％減）となりました。

　(不動産賃貸事業)

　当セグメントにおきましては、主に連結子会社を対象に不動産賃貸を行っております。当事業の売上高は１億10

百万円（前年同期比0.4％増）、セグメント利益（営業利益）は82百万円（前年同期比2.2％減）となりました。
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（2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ50億91百万円増加し、242億21百万円となりまし

た。これは主として現金及び預金が10億52百万円、受取手形及び売掛金が10億95百万円、商品及び製品が11億26百

万円、投資有価証券が17億５百万円増加したことによるものです。

　当第３四半期連結会計期間の負債は、前連結会計年度末に比べ39億４百万円増加し、177億64百万円となりまし

た。これは主として支払手形及び買掛金が39億45百万円、繰延税金負債が４億21百万円増加し、長期借入金が２億

59百万円減少したことによるものです。

　当第３四半期連結会計期間の純資産は、前連結会計年度末に比べ11億86百万円増加し、64億57百万円となりまし

た。これは主として利益剰余金が２億19百万円、その他有価証券評価差額金が９億60百万円増加したことによるも

のです。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の27.5％から26.7％となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在発行(株)
(平成30年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,882,500 3,882,500
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード）

単元株式数は100株であります。

計 3,882,500 3,882,500 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年12月31日 ― 3,882,500 ― 302 ― 291
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式    
181,000　

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

3,700,800　
37,008 ―

単元未満株式 普通株式　　 700 ― ―

発行済株式総数 3,882,500 ― ―

総株主の議決権 ― 37,008 ―
 

　(注)1　単元未満株式には自己株式73株が含まれております。

　　　2　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　　　 記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をし

　　　　 ております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社　久世

東京都豊島区東池袋
二丁目29番７号

181,000 ― 181,000 4.66

計 ― 181,000 ― 181,000 4.66
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,982 5,034

  受取手形及び売掛金 6,974 8,069

  商品及び製品 2,101 3,227

  原材料及び貯蔵品 234 222

  その他 743 783

  貸倒引当金 △39 △40

  流動資産合計 13,996 17,297

 固定資産   

  有形固定資産 2,255 2,224

  無形固定資産 162 212

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,485 3,191

   その他 1,333 1,392

   貸倒引当金 △103 △94

   投資その他の資産合計 2,715 4,488

  固定資産合計 5,133 6,924

 資産合計 19,130 24,221

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 9,021 12,966

  短期借入金 180 －

  1年内返済予定の長期借入金 965 871

  未払金 904 1,197

  未払法人税等 175 14

  賞与引当金 268 144

  その他 353 424

  流動負債合計 11,870 15,619

 固定負債   

  長期借入金 1,260 1,000

  繰延税金負債 119 541

  役員退職慰労引当金 172 184

  退職給付に係る負債 204 212

  資産除去債務 80 81

  その他 151 123

  固定負債合計 1,989 2,144

 負債合計 13,860 17,764
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 302 302

  資本剰余金 291 291

  利益剰余金 4,248 4,467

  自己株式 △151 △151

  株主資本合計 4,690 4,910

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 527 1,487

  繰延ヘッジ損益 1 5

  為替換算調整勘定 65 64

  退職給付に係る調整累計額 △15 △10

  その他の包括利益累計額合計 579 1,547

 純資産合計 5,270 6,457

負債純資産合計 19,130 24,221
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 46,746 47,750

売上原価 37,765 38,699

売上総利益 8,980 9,051

販売費及び一般管理費 8,486 8,794

営業利益 494 256

営業外収益   

 受取事務手数料 47 51

 物流業務受託収入 28 29

 その他 74 78

 営業外収益合計 151 159

営業外費用   

 物流業務受託収入原価 41 44

 その他 29 23

 営業外費用合計 71 67

経常利益 574 348

特別利益   

 投資有価証券売却益 4 16

 特別利益合計 4 16

特別損失   

 固定資産除却損 2 0

 特別損失合計 2 0

税金等調整前四半期純利益 577 364

法人税、住民税及び事業税 144 52

法人税等調整額 27 48

法人税等合計 171 101

四半期純利益 405 263

親会社株主に帰属する四半期純利益 405 263
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 405 263

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △10 960

 繰延ヘッジ損益 4 3

 為替換算調整勘定 △27 △0

 退職給付に係る調整額 △2 4

 その他の包括利益合計 △36 967

四半期包括利益 368 1,231

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 368 1,231

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

減価償却費 169百万円 176 百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 45 12 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月22日
定時株主総会

普通株式 44 12 平成29年３月31日 平成29年６月23日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:百万円）

 報告セグメント

合計

 食材卸売事業 食材製造事業 不動産賃貸事業

売上高     

　　外部顧客への売上高 43,219 3,518 9 46,746

　　セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

19 － 100 120

計 43,238 3,518 109 46,866

セグメント利益 681 467 84 1,233
 

 

２.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び

　　 当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位:百万円）

利　　益 金　　額

　報告セグメント計 1,233

　セグメント間取引消去 8

　全社費用（注） △747

　四半期連結損益計算書の営業利益 494
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位:百万円）

 報告セグメント

合計

 食材卸売事業 食材製造事業 不動産賃貸事業

売上高     

　　外部顧客への売上高 44,165 3,575 9 47,750

　　セグメント間の内部売上高
　　又は振替高

19 － 100 120

計 44,184 3,575 110 47,870

セグメント利益 526 362 82 971
 

 

２.報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び

　　 当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

(単位:百万円）

利　　益 金　　額

　報告セグメント計 971

　セグメント間取引消去 10

　全社費用（注） △726

　四半期連結損益計算書の営業利益 256
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

 １株当たり四半期純利益金額  106円39銭 　71円19銭

    (算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額 (百万円) 405 263

   普通株主に帰属しない金額 (百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半
期純利益金額

(百万円) 405 263

   普通株式の期中平均株式数 (株) 3,807,327 3,701,427
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

 
（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成30年２月14日

株式会社　久世

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   井　　尾      稔　   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   櫛　　田   達　　也　 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社久世の

平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成29年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社久世及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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